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平成26年度山口大学埋蔵文化財資料館の活動報告

５．平成26年度刊行物

１．『山口大学埋蔵分解資料館年報－平成23年度－』を刊行

平成26年度は、平成23年度に実施した構内遺跡発掘調査概報と資料館活動報告を所収した年報を

刊行した。発掘調査関係としては、本発掘調査１件（吉田）、予備発掘調査１件（光）、工事立会11件（吉

田７・白石２・小串１・光１）の成果が掲載されている。

館の活動報告としては、展示・公開活動として３件の企画展示等事業と、１件の社会教育活動、当該

年度刊行物３冊を報告している。その他、横山成己による「山口市筈倉古墳の出土遺物」、吉田生物研

究所による「山口県筈倉古墳出土金属製品成分分析調査」と題する付篇を所収している。

２．館蔵資料調査研究報告書３『見島ジーコンボ古墳群 第128・137号墳出土資料調査報告』を刊行

平成22年度から開始した事業で、引き続き見島ジーコンボ古墳群の出土資料調査及び報告書の刊

行を実施した。

平成25年から平成26度にかけて、第128・137号墳を対象に、当館と萩博物館の収蔵資料の悉皆調査

を実施し、その成果を収録した。また『見島総合学術調査報告』（山口県教育委員会 1964）には第137

号墳の遺構図が未掲載であったことから、平成25年７月25・26日に現地で測量を行い、これを掲載した。

３．山口大学埋蔵文化財資料館通信 第25号『てらこや埋文』を刊行

平成18年(2005)より刊行を開始した広報誌であり、当初季刊で刊行していたが、平成23年度以降は年

度末に１度の刊行となっている。巻頭からには２頁にかけて平成26年度に実施した吉田遺跡の本発掘調

査略報を、３頁から４頁には展示活動、５頁には公開授業の模様、６頁には「資料館この一品」として長

崎県対馬市採集の縄文時代の石斧を、７頁には当館技術職員の連載である内業業務紹介を掲載した。

当館は現状で実施年度の４年後に年報を発行していることから、本冊子は速報性のある刊行物として

重要な役割を果たしている。今後も年度末の刊行を継続したい。

４．山口県大学ML（Museum・Library)連携事業報告 平成26年度展示テーマ『発見』を刊行

平成22年度より実施している山口県大学ML連携の事業報告書は、事務局企画担当である筆者が編

集し、当館が発行している。平成26年度は、前記したとおり11大学15館が参加し、一定期間テーマを共

通とした学術資料展示を各館にて開催した。一般の方は入手困難と思われるが、山口県大学ML連携事

業公式web（http://www.oai.yamaguchi-u.ac.jp/ml/）にてデジタル公開を行っている。
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第２節 資料館における社会教育活動

１．第14回公開授業『古代人の知恵に挑戦！－古代のお米をつくってみよう－９』を開催

はじめに

当館では、平成13年度より、考古学や埋蔵文化財、山口大学構内遺跡の調査研究成果を地域の皆

様に身近に感じていただくことを目的として、公開授業を開催している。

第14回となる平成26年度の公開授業は、昨年度に引き続き、日本のお米のルーツとされる赤米をつく

り、土器で炊いて食べてみるという内容である。今回も埋蔵文化財資料館と山口大学農学部との共催

で、吉田構内の山口大学農学部附属農場で延べ３回行い、小学生６名、教育学部学生７名、一般10

名、合計23名の皆様に参加していただいた。今回栽培したのは昨年と同じ「紅吉兆」（糯米）である。

6月1４日－田植え

事前に農学部附属農場・技術専門職員の長砂さんに水田の代かきをしていただいた。参加者は田植

え綱を目印に田植えを行った。田植えがはじめての参加者も多く、水田がぬかるみ、転びそうになるなど

移動が大変そうであったが、協力して無事に終了することができた。

７月13日（日）－稲の観察と土器づくり－

参加者は実習室で技術専門職員の長砂さんから水田に生える雑草についての説明を受けて、稲とヒ

エの違いなどを学習した。その後、土器づくりに挑戦した。短時間であったが、参加者それぞれが古代を
註1

イメージした個性的な土器ができた。

収穫と土器焼成

台風18号の接近により第３回の公開授業はやむなく中止となった。このため収穫は10月6日に農学部

附属農場が行い、土器焼成は10月11～12日にかけて埋蔵文化財資料館が行った。

11月15日（土）－脱穀・籾すり、赤米を食べる－

当日は朝から快晴に恵まれた。午前中は箸こぎ、臼と杵による脱穀・籾すり、てみとザルによる選別と

千歯こきによる作業を体験した。午後からはいよいよ赤米の試食である。今回も土器による炊飯と蒸米、

あさりのすまし汁づくりに挑戦した。炊飯は成功したが、一昨年・昨年同様火力不足のためか時間内に

お米を蒸すことはできなかった。あさりのすまし汁の味付けは女性参加者が行い、藻塩ベースのあっさり

した味に仕上げることができた。炊飯した赤米はほんのりとした甘みがあった。他にもおかずには朴葉焼

き、豚汁をつくったが、これらも美味しく好評であった。このほか、小学生の参加者を中心に様々な道具

による火おこしにも挑戦し、多くの方が点火に成功した。

公開授業を終えて

今回の公開授業は、古代米づくりをはじめて９年目である。今回、はじめて参加者に収穫と土器焼成

をしていただくことができなかったが、無事に終了することができた。参加者からは「楽しかった。古代人

は大変（小学生）」、「赤米は思ったよりも硬くなくておいしかった（学生）」、「古代人の知恵はすばらしい

（一般）」などの声が寄せられ、好評であった。

平成26年度も、参加者には米作りの歴史や大変さを実際の体験を通して学んでいただくことができ、

公開授業の目的を達成することができたと感じている。館員一同心より御礼申し上げたい。

【註】

1) 山口大学埋蔵文化財資料館通信 第25号 『てらこや埋文』 平成27年春号の記載内容を訂正する。
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写真13　田植え（６月14日）

写真14 参加者の皆さん（６月14日）

 写真16　土器づくり（７月13日） 写真17　稲の状況（９月24日）

写真10　館長挨拶（６月14日）

      写真12　苗の説明（６月14日）

写真11　縄ない（６月14日）

写真15 雑草の説明（７月13日）
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写真18～25

写真23　 火起こし（11月15日）

写真24　土器による調理（11月15日） 写真25　食事風景（11月15日）

写真19　土器焼成（10月11日）

      写真21　脱穀・籾すり（11月15日）写真20　焼成した土器（10月14日）

写真18　収穫（10月６日）

写真22　 選別（11月15日）
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